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において紹介した テ ィデ ィム方言Jj読本 LaiSinna

La主Bu,TanIIIの中にも掲載されているが, 著者

はこの本にも目を通 しておられないようである｡

ティデ ィム方言が他のクキ ･チン諸方言との問にど

のような関係をもっているかという事は,勿論本書の

目的ではないにしても,残念ながら明らかにされてい

ない｡ この書が出版される前に,著者から直接手紙で

一読をすすめられた私は,本書が,単に記述研究の段

階にのみとどまっているのではな く, クキ ･テン語全

体の総合的研究を展望できるようなものであってほし

いと望んでいた｡ しかし,音声学を専攻とする著者に

対 しては無理な期待だったのであろう,結果は記述研

究の域を一歩 も出てはいなかった｡

とはいうものの,クキ ･チン言吾の研究者がきわめて

少ない今【上 本書のような基礎的研究書の出現は,や

はり責重なもU)といわざるを得ない｡ この言語の比較

研究,史的研究に先立つ基礎的な文献としてすいせん

する気持に変 りはない｡ (大野 徹)
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人草学術紀要 ｡ 考 古 学 局〕

ビルマは,その中立 (鎖国)政策によって外国人の

入国を著 しく困難ならしめていると同時に,ビルマ国

内の学問的現状を世界に公表する事に対 しても,かた

く門戸を閉 して しまったようにみえる｡ ビルマに関心

をもちその研究に従事 している者にとって,今のよう

な状態は,誠に遺憾であると思わざるを得ない｡

さて本書は,当センターの石井米雄助教授が,1966

年11月 ビルマを訪れた際入手 し,持ち帰 られた文献の

内の 1冊である｡題名にもあるように,本書はビシュ

ヌ (ビルマ言吾名ベイタノウ)町遺跡の発掘調査の報告

である｡ベイタノウは,マグウェ一県タウンドウィン

デー郡 コウコウグヮ村の北部にある｡ブローム南東 5

マイルの地にあるシュリクシェットラ (ビルマ名タイ

ェ-キックヤー,玄共の室利差阻羅,義浄の室利察岨

羅)およびシュエーボウ県内にある- リンデーと並ん

で,ビュー族の三大遺跡の一つに数えられる｡

ビュー族は,11世紀以降栄えたビルマ族のパガン王

栢 介

朝に先立 って,ビルマの地に独 白の文化をうちたてた

民族であるが,10世紀以後いかなる理由によるのか地

上から姿を消 してしまった｡漢籍史料 (蛮書)には,

南詔に攻撃され捕虜 3千人が連れ去 られた旨記されて

いるが,ビュー族消滅の理由がそれだけによるとは考

えられない｡北から南進 してきたビルマ族に混血吸収

されたのであろうともいわれている(ThanTun)が,

その経緯は,やはりビルマ史上最大の謎といってもさ

しつかえないであろう｡

ベイタノウの発掘調査は,1958年から63年にかけて

計 6回行なわれた.本書の編者ウ一 ･アウン トーは考

古学局の広報部長であるが,第 1次 ･第 2次発掘調査

の際の団長でもある｡

ベイタノウ城跡は,ほぼ角形を しており (この点,

円形のタイェ-キ ックヤーよりは角形のハ リンデーに

近い), 一辺約 2マイルの城壁が, その内部の遺跡と

思われる幾つかの小高い丘をとりかこんでいる｡

発掘はベイタノウ城跡の全域にわたって行なわれた

のではな く,予算の関係で特に重要と思われる25箇所

が選ばれ調査された｡本吉には,その25箇所の各々に

関する調査報告があるが,記述川即事は,城壁,城門,人

衣,宗教r'和義場,その他というように分類されているo

城壁はすべて レンガ作りで,ほぼ四角な形をしてい

る｡ビルマの他の王都のように濠があったかどうかは

わからない｡城壁の一面には門が3門ずつあったと思

われるが,現実には確認されていない｡門は木製で,

鉄の錠が吊いられていたようである｡人家には大小数

室の間取 りがあり,構造は,壁が レンガ,他は木造だ

ったらしく,焼け残った木材があちこちから発見され

ている.宗教的儀礼に関する建物と思われる場所 も見

つかっているが,それが仏教的なものであるのか,バ

ラモン的なものなのかは明らかでない｡

二最も精細に富んだ記述は, ｢その他｣の章にみられ

る｡ この章は,煉瓦,土器,珠数,土像,石器,金属

製品, 漆喰製品, 人骨, 獣骨等の項に細分されてお

り,ベイタノウ住民の生活状態をうかがい知る事ので

きる資料に富んでいる｡

特に重要なのは,7個の骨壷が出土 している事であ

る.骨壷は,ビュー族文化を示す一つの特徴だといっ

てもよいO ビュー族には,茶毘にふ した骨や灰を,右

または土製の壷におさめて埋葬する習慣があり,この

習俗は,その後 ビルマ国内のいかなる民族にも伝承さ

- 221- 1023



東 南 ア ジ ア研 究

れていないところから,骨壷の存在は,ベイタノウの

住民がタイェ-キックヤーと何 らかの関連性をもって

いた事を推測せ しめる｡ベイタノウ出土の骨壷はいず

れも土製だが,無彩色で粕は施されていない｡

土器には骨壷のほかに灯油皿,土瓶,鍋,水差 し等

があり,通常その表面に人,負,負,舵,宝珠等の紋

様がきざまれている｡その外,ガルーダと思われる粘

土製の上半身像が一体と,犬,蛙,巻良等の土像およ

び土製の考の鋸,耳飾 り,煙管等も発掘されている｡

珠数は大半が土製だが,中に若干石造のものもみつ

かっている｡石材には,門の両脇に建てられた守護神

2体と,シバ教徒の崇拝対象たるリンガと思われるも

の,ビシュヌ神の所持品らしき石板等が出土 している｡

金属製品には鉄 (釘, 門, 蝶番,鉢),銀 (宝珠,

旭 日,月,後光を刻印したコイン,柿),金(柿,棒),

鉛 (楯),鍋 (斬子倭,白鳥像,耳飾 り,指環,腕環,

やかん,棒),真鎗 (鈴)等が発見されている｡

人骨は,頭蓋骨をはじめ全身の骨格がそろったもの

1体と,散在 していた部分的な骨が発掘されている｡

獣骨は道具として使われたらしく,智,ペン先,皿等

があり,またその外に鹿の角と貝殻が数片発見されて

いる｡

以上のような発掘調査に基づき,調査団はベイタノ

ウ城跡について,次のような結論を下 している｡

(1) ビュー族固有の骨壷埋葬制やビュー ･コインの存

在等を考えると,ベイタノウはビュー族の居城であ

った｡

(2) 出土 した焼残 りの木材をラジオ ･カーボン法で測

定 した結果,ベイタノウの繁栄期は1･2世紀から

4 ･5世紀の間と推測される｡

(3) タイェーキック ヤーや, - リンヂーで 多数発見

されているビュー文字 ･ビュー語の碑文 (Chas.

Duroiselle:RobertShafer)や,仏菩薩の像 (U

Mya)が, ベイタノウからは1体も出土 していな

い｡従って,ベイタノウの住民はまだ文字をもって

いなかった｡また宗教的にも,仏教は未だ信仰され

ていなかった｡同時にこれらの点から,ベイタノウ

が時代的にはタイェ-キッタヤーよりも古い事が裏

づけられる｡

(4) 家屋,城門等建造物にはいずれも著 しい焼け跡が

みられ,この町が火災で焼失 した事は疑いない｡恐

らく4･5世紀頃に外敵の侵入攻撃をうけ焼き払わ
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れたものと思われる｡

以上,本書によって我々はベイタノウ遺跡の発掘調

査の成果をうかがい知る事ができるが,疑問が全 くな

いわけではない｡例えは 旧唐書,新居書,蛮書,文

献通考,唐会要,太平御覧,太平箕宇記等の漢籍史料

に表われる ｢牒｣国の記述とどのような関連性をもつ

のか,あるいはもたないのか｡ベイタノウは,タイェ

-キッタヤーの創始者である- リ･ビクラマの兄ジャ

ヤ ･チャンドラ･パルマンによって建設されたといわ

れる (ThanTun)が,- リ･ビクラマは西紀695年

に死んでおり (C.0.Blagden),ベイタノウの滅亡の

時期4-5世紀頃との差をどう解釈するのか等 ｡々

今後,全城域にわたる発掘調査が遂行される事を切

望すると共に,ビューに関する他の文献,資料との関

連性も追求 してもらいたいと思う｡

ともあれ,本書が,ビルマ政府の古代史研究に対す

る考えを知る上にも,またビルマの学問的水準の現状

を知る手がかりとしても,きわめて有益な資料である

事は,確かである｡ (大野 徹)

ManningNash.TheGoldenRoadtoMo-

dernity,VillageLifeinContemporaryBur一

閃α.New York:JohnWiley & Sons,Inc.,

1965.viii+333p.

ビルマについて書かれた本は少なくないが,これま

では例外なしに政治 ･経済 ･歴史あるいは言語学の分

野のものが多かった｡本書のような村落調査のモノグ

ラフは,絶えて久 しく現われなかった｡従って,まず

なによりも,本書が稀少価値をもつ点を強調 しておこ

う｡その点で,本書の刊行は,無条件に歓迎されねば

ならない｡本書は内容的にもすぐれている｡単に調査

内容がす ぐれているだけでな く,ことのよしあしは別

として,社会人類学の一つの新 しいあり方を示 してお

り,興味深いものがあるOとくに人類学プロパー以外

の社会科学者が村落調査をおこなううえで参考になる

点を多分に含んでいる｡

本書のもとになった調査は,1959年から1960年にか

けての 1年間, マンダレ-周辺 の二つの村落でおこ

なわれた｡ 一つはマンダレー西方約 23マイルにある

Nondwinであり, もう一つは,マンダレー南方 7マ

イルの Yadaw である｡ この二つの村は, 一方が a

mixeddrycropfarmlngCOmmunityであるのに
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